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1 2 3 4 5
1． ビブリオを始めて，前よりも本の内容を理解しよう
とした
.800 .095 .019 －.016 － .117
2． ビブリオを始めて，前よりも本を正確に読むように
なった
.797 .064 －.012 －.059 .085
3． ビブリオを始めて，前よりも本を丁寧に読むように
なった
.794 －.131 －.026 .137 .028
4． ビブリオの原稿を書きながら新しい気付きが生まれ
た
.760 －.026 －.011 .056 .017
5．ビブリオは自分の考えを掘り下げるのに役立った .646 .112 .046 －.070 .230
6．ビブリオ原稿を書きながら，本を読みなおした .604 －.016 －.049 .137 －.293
1． 人の発表を聴いて，自分を見つめ直す機会が与えら
れた
.001 .861 －.169 －.003 .156
2． 人の発表を聴いて，作品のより深い理解につながっ
た
.146 .799 －.071 －.049 .085
3．人の発表を聴いて，人の考えや感じ方が分かった －.168 .745 .195 .246 －.196
4． 人の発表を聴いて，良かった点を自分の発表に活か
そうとした
.211 .403 .258 －.143 .029
1． 原稿は「はしらだて」が決まっていたので，書きや
すかった
.094 －.071 .935 －.036 －.126
2． 話す「はしらだて」が決められていたので，話しや
すかった
－.188 .061 .637 .073 .170
3． 原稿は「はしらだて」が決まっていたので，本の内
容が理解しやすかった
.017 －.014 .499 －.004 .363
1．聞き手に理解してもらおうとした .053 －.132 .011 .927 .204
2．聞き手に自分の考えを伝えようとして話した .105 .065 －.012 .641 .040
3．本の魅力を聞き手に伝えようとした .019 .208 .003 .498 －.228
1．発表後の質疑応答に積極的に参加できた －.115 .201 －.052 .076 .680
2．発表後の質疑応答に貢献できた .048 －.164 .072 －.008 .667
3．人の話を聴いて疑問点を質問できた －.005 .191 .021 .006 .446
寄与率 31.232 13.715 9.643 7.879 6.555



















f1 f2 f3 f4 f5
f1（新たな視点） 4.19 .93 1 .523** .195 .384** .191
f2（意識的吟味） 4.14 .99 1 .346** .360** .452**
f3（構造化） 4.09 .95 1 .214 .385**
f4（外化） 4.36 .75 1 .178
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